
（東京都）

臨
海
副
都
心
の
中
心
部
か
ら
世
界
へ
発
信

運
河
に
高
層
ビ
ル
が
映
る
水
彩
・
環
境
都
市

埋
め
立
て
事
業
で
形
成
さ
れ
た
都
市

　

今
回
、
訪
問
し
た
江
東
区
は
、
江
戸
初
期
か
ら
長

年
に
わ
た
る
埋
め
立
て
で
形
づ
く
ら
れ
た
ま
ち
で
あ

る
。
隅
田
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
東
京
湾
臨
海
部

（
江
東
デ
ル
タ
地
帯
）の
南
側
に
あ
る
江
東
区
の
区
域

の
ほ
と
ん
ど
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
っ
た

１
５
９
０
年
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
に

至
る
ま
で
、
東
京
湾（
江
戸
湾
）の
海
際
の
湿
地
の
埋

め
立
て
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
過
程
で
多
く
の

運
河
も
開
削
さ
れ
て
い
く
。

　

家
康
が
手
掛
け
た
と
さ
れ
る
最
古
の
運
河
は
、
江

東
区
を
横
断
す
る
形
で
隅
田
川
と
荒
川
を
結
ん
だ
全

長
約
５
㎞
の
小
名
木
川
で
あ
る
。
こ
れ
は
千
葉
の
行

徳
方
面
か
ら
塩
や
野
菜
な
ど
を
運
ぶ
こ
と
を
主
目
的

に
開
削
さ
れ
た
。

　

そ
れ
以
後
、
幕
府
は
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
同
様

に
江
東
区
を
横
断
す
る
仙
台
堀
川
や
竪
川
、
そ
れ
ら

を
縦
に
つ
な
ぐ
横
十
間
川
や
大
横
川
な
ど
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
運
河
を
次
々
開
削
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
運
河
で
は
埋
め
立
て
事
業
の
た
め
の
石

や
土
、
ま
ち
を
築
く
た
め
の
木
材
な
ど
多
様
な
目
的

の
物
資
も
運
ば
れ
た
。
江
戸
を
新
た
に
つ
く
る
た

め
、
家
康
は
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
か
ら
ま
ず
手
掛

け
て
い
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
結
果
、
総
延
長
が
50
㎞
に
も
及
ぶ
運
河
網
が

四
通
八
達
す
る
、
現
在
の
江
東
区
の
基
盤
が
構
築
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
地
勢
的
特
徴
は
文
化
面
に

お
い
て
も
産
業
面
に
お
い
て
も
、
江
東
区
や
周
辺
の

江
東
デ
ル
タ
地
帯
に
お
け
る
、
都
市
と
し
て
の
基
盤

を
つ
く
る
原
動
力
に
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　

現
在
の
江
東
区
に
は
多
く
の
超
高
層
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
が
、
そ
れ
に
彩
り

を
添
え
る
の
が
、
こ
れ
ま
で
に
造
成
さ
れ
た
、
地
域

基
盤
と
し
て
の
運
河（
水
辺
空
間
）で
あ
る
。
高
層
ビ

ル
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
そ
の
水
面
に
映
り
込
む
様
子

は
意
外
性
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
。
伝
統
と
い
う
基
盤
の
上
に
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
が
展
開
さ
れ
る
、
江
東
区
を
象
徴
す
る
景
色
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
地
域
性
を
誇

る
江
東
区
を
13
年
に
わ
た
っ
て
リ
ー
ド

し
て
き
た
の
が
山
﨑
孝
明
江
東
区
長
で
あ
る
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
江
東
区
と
い
う
山
﨑
区
長
の
地

元
へ
の
思
い
入
れ
は
強
い
。

　

区
庁
舎
の
壁
面
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
人
情
が

熱
い
ま
ち
江
東
区
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の「
人
情
」の
フ
レ
ー
ズ
に
は
、

市 政 ル ポ 江
こ う と う

東区

山
やまざき

﨑孝
たかあき

明
江東区長
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山
﨑
区
長
の
熱
い
地
元
愛
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

ま
た
「
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に
も
山
﨑
区

長
の
熱
い
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
母
校
・
都
立
両
国

高
校
野
球
部
の
監
督
を
か
つ
て
務
め
た
山
﨑
区
長
の

ス
ポ
ー
ツ
全
般
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
非
常
に
強
い
。

　

そ
う
し
た
縁
も
あ
っ
て
、
山
﨑
区
長
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
活
動
に

長
年
、
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
江
東
区
は
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
以

下
、
東
京
２
０
２
０
大
会
）
の
主
要
開
催
地
の
一
つ

と
し
て
、
来
年
は
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
準
備
も
滞
り
な
く
進
め

て
い
る
。

　

さ
て
冒
頭
で
、
江
東
区
は
江
戸
期
以
降
の
埋
め
立

て
で
形
成
さ
れ
た
ま
ち
だ
と
紹
介
し
た
が
、
江
東
区

編へ
ん
さ
ん纂『

江
東
区
の
あ
ゆ
み
』に
よ
れ
ば
、
徳
川
家
康
が

江
戸
入
府
し
た
こ
ろ（
１
５
９
０
年
ご
ろ
）に
、
現
在

の
江
東
区
の
区
域
で
土
地
が
存
在
し
て
い
た
の
は
、

江
戸
川
区
・
墨
田
区
と
境
を
接
す
る
「
亀
戸
２
・
３
・

５
・
８
・
９
丁
目
辺
り
」
だ
け
だ
っ
た
そ
う
だ
。
つ
ま

り
現
在
の
40
・
16
㎢
の
江
東
区
の
面
積
の
う
ち
、
ほ

と
ん
ど
が
後
の
埋
め
立
て
事
業
で
形
成
さ
れ
た
こ
と

に
な
る
。

　

埋
め
立
て
事
業
は
明
治
時
代
以
降
に
拍
車
が
掛
か

る
。
例
え
ば
、
明
治
15
年
時
点
に
お
け
る
現
・
江
東

区
に
相
当
す
る
部
分（
旧
東
京
府
深
川
区
と
城
東
区
）

は
11
・
40
㎢
だ
。
江
戸
時
代
の
拡
大
に
加
え
、
近
代

以
降
の
約
１
４
０
年
だ
け
で
約
３
・
５
倍
に
拡
大
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

江
東
区
は
昭
和
22
年
、
埋
め
立
て
で
さ
ら
に
広

が
っ
た
東
京
都
深
川
区
・
城
東
区
の
合
併
で
誕
生
す

る
。
当
時
の
面
積
は
約
22
・
５
㎢
。
73
年
後
の
現
在

（
40
・
16
㎢
）は
倍
に
近
い
。
ま
た
、
そ
の
間
の
人
口

富岡（深川）八幡宮例大祭（今年はコロナの影響で来年に延期）

木場名物の角乗は江戸時代から続く民俗芸能

江東区

新宿区
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の
推
移
を
見
る
と
、
江
東
区
発
足
時
は
約
９
万
７
千

人
で
、
今
年
（
令
和
２
年
）
６
月
１
日
現
在
で
は
約

52
万
７
千
人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

成
長
要
因
は
運
河
・
広
大
な
平
地
・
交
通
網

　
「
江
東
区
の
伝
統
的
な
基
盤
と
し
て
は
、
江
戸
時

代
に
街
並
み
が
形
成
さ
れ
、
江
東
区
誕
生
当
時
の
中

心
地
と
も
な
っ
た
内
陸
部
・
隅
田
川
沿
い
の
深
川
エ

リ
ア
（
深
川
八
幡
を
中
心
に
森
下
、
白
河
、
深
川
、

越
中
島
ほ
か
の
地
域
）
と
、
荒
川
沿
い
の
城
東
エ
リ

ア
（
亀
戸
天
神
を
中
心
に
亀
戸
、
大
島
、
北
砂
、
南

砂
ほ
か
の
地
域
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
へ
大
正
か
ら

昭
和
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
発

展
し
た
南
部
の
臨
海
エ
リ
ア

（
豊
洲
・
東
雲
・
有
明
・
青

海
ほ
か
の
地
域
）
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
江
戸
時
代
か
ら

構
築
さ
れ
て
き
た
物
流
に
便

利
な
運
河
が
多
い
こ
と
、
埋

立
地
特
有
の
平
地
が
多
い
こ

と
、
都
心
か
ら
の
直
線
距
離

が
近
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
特

に
近
代
以
降
、
江
東
区
に
は

化
学
工
業
か
ら
重
工
業
に
至

る
ま
で
の
工
業
立
地
が
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
後
に
大
企
業

と
な
る
石
川
島
播
磨
重
工
業

（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
）
な
ど
も
臨
海
エ
リ

ア
で
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
物
流
に
不
可
欠
な
倉

庫
産
業
な
ど
も
、
渋
沢
栄
一
直
系
の
渋
澤
倉
庫
を
は

じ
め
、
次
々
と
立
地
し
て
い
き
ま
し
た
。
日
本
の
セ

メ
ン
ト
工
業
や
製
糖
産
業
な
ど
は
、
江
東
区
が
そ
も

そ
も
の
発
祥
地
で
す
」（
山
﨑
区
長
）

　

こ
う
し
た
産
業
立
地
が
進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
人

口
も
急
増
す
る
。
昭
和
35
年
の
国
勢
調
査
で
30
万
人

を
超
え
て
か
ら
、
江
東
区
の
人
口
は
約
40
年
間
に
わ

た
り
微
増
・
横
ば
い
が
続
く
も
の
の
、
平
成
12
年
以

後
か
ら
再
び
上
昇
カ
ー
ブ
を
描
き
始
め
る
。

　

そ
れ
は
臨
海
エ
リ
ア
を
中
心
に
進
ん
だ
超
高
層
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
増
加
現
象
と
軌

を
一
に
す
る
。
大
き
な
推
進
力
に
な
っ
た
の
は
鉄
道

網
の
拡
充
と
、
首
都
高
速
な
ど
各
種
幹
線
道
路
網
の

拡
充
だ
。

　

例
え
ば
鉄
道
だ
け
を
み
て
も
、
昭
和
63
年
に
地
下

鉄
有
楽
町
線
が
新
富
町
駅
か
ら
新
木
場
駅
ま
で
延
伸

し
た
。
平
成
２
年
に
は
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
の
新
木
場
〜
東

京
間
が
開
通
。
平
成
８
年
に
は
り
ん
か
い
線
・
新
木

場
駅
が
開
業
（
後
に
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
と
相
互
乗
り
入

れ
）。
こ
う
し
て
、
新
木
場
駅
が
臨
海
エ
リ
ア
の
拠

点
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
化
す
と
同
時
に
、
平
成
７
年
の
新

交
通
ゆ
り
か
も
め
の
開
業
と
そ
の
後
の
延
伸
で
、
豊

洲
・
有
明
・
青
海
地
区
な
ど
江
東
区
内
の
新
興
湾
岸

地
区
は
、
台
場
や
汐
留
な
ど
港
区
側
の
主
要
湾
岸
地

区
お
よ
び
新
橋
と
直
結
。
東
京
都
臨
海
副
都
心
の
中

心
部
を
形
成
す
る
要
因
が
整
っ
た
。

　

ま
た
新
交
通
ゆ
り
か
も
め
の
市
場
前
駅
は
、
平
成

30
年
10
月
開
場
の
豊
洲
市
場
の
最
寄
り
駅
で
あ
り
、

豊
洲
・
有
明
地
区
に
位
置
す
る
駅
の
多
く
は
、
東
京

２
０
２
０
大
会
の
主
要
競
技
施
設
の
最
寄
り
駅
で
も

あ
る
。

　
「
東
京
２
０
２
０
大
会
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
残
念
な
が

ら
１
年
間
の
開
催
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
江
東
区
内
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
12
競
技
が
10

会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
８

競
技
が
区
内
の
７
会
場
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

現
在
、
区
内
の
競
技
会
場
の
整
備
な
ど
は
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
大
会
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
る
区

民
に
よ
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
公
募
・
養
成
、
区

施
設
を
各
国
の
練
習
会
場
用
に
準
備
す
る
な
ど
、
江

東
区
が
で
き
る
こ
と
も
可
能
な
限
り
進
め
て
い
ま
す
。

全国的にも珍しい区立小中学校セーリング部の活動

河川を活用し好評のカヌー・カヤック場
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江東区　市 政 ル ポ

（東京都）

　

今
は
、
と
に
か
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
刻

も
早
い
収
束
を
願
う
し
か
な
い
。
こ
れ
ば
か
り
は
自

分
た
ち
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
」（
山
﨑
区
長
）

　

そ
う
淡
々
と
語
る
が
、
山
﨑
区
長
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
の
関
わ
り
は
一
朝
一
夕
の
も
の
で
は
な
い
。
都

議
時
代
に
は
招
致
議
員
連
盟
・
初
代
会
長
と
し
て
、

平
成
28
年
の
東
京
大
会
招
致
活
動
を
、
石
原
慎
太
郎

都
知
事（
当
時
）と
共
に
平
成
18
年
か
ら
熱
心
に
進
め

た
。
平
成
19
年
４
月
に
江
東
区
長
に
就
任
し
た
後
も

招
致
に
深
く
関
わ
り
、
平
成
21
年
10
月
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総

会
で
東
京
大
会
構
想
が
落
選
し
た
後
も
東
京
開
催
の

実
現
に
向
け
、
そ
の
情
熱
は
衰
え
な
か
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
平
成
25
年
に
東
京
２
０
２
０
大
会
の

開
催
が
決
定
。
山
﨑
区
長
は
翌
年
か
ら
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員

会
の
参
与
に
就
任
。
東
京
都
や
組
織
委
員
会
と
の
連

携
活
動
を
軸
に
、
競
技
開
催
地
の
首
長
と
し
て
も
可

能
な
限
り
の
尽
力
を
続
け
て
い
る
。

東
京
２
０
２
０
大
会
へ
の 

思
い
と
レ
ガ
シ
ー
継
承

　
「
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
は
、
オ
リ
パ
ラ
開
催
都

市
と
し
て
の
責
務
も
含
め
、
と
に
か
く
拡
大
を
さ
せ

な
い
、
な
る
べ
く
地
元
か
ら
患
者
を
出
さ
な
い
こ
と

を
第
一
に
、
今
年
２
月
か
ら
い
ち
早
く
医
師
会
の
協

力
の
下
、
検
査
を
必
要
と
す
る
人
に
対
し
、
家
庭
訪

問
に
よ
る
検
体
採
取
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
開
設

は
４
月
半
ば
過
ぎ
か
ら
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
努
力

を
事
前
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
オ
リ
パ
ラ
の
開
催
に

ぜ
ひ
と
も
こ
ぎ
着
け
た
い
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
区
民
の
健
康
の
確
保
と
維
持

が
第
一
で
す
。
何
と
か
し
て
世
界
の
コ
ロ
ナ
騒
動
が

収
束
に
向
か
い
、
無
事
に
開
催
を
迎
え
ら
れ
た
ら
、

感
動
も
よ
り
一
層
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

よ
う
に
も
考
え
て
い
ま
す
」（
山
﨑
区
長
）

　

東
京
２
０
２
０
大
会
に
つ
い
て
は
、
特
に
次
世
代

を
担
う
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
「
世
界
の
一
流
ア
ス

リ
ー
ト
と
直
接
触
れ
合
え
る
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て

あ
げ
た
い
」
と
山
﨑
区
長
は
力
を
込
め
る
。
そ
の
背

景
に
は
昭
和
39
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
際
に
、
山
﨑
区
長
自
身
が
体
験
し
た
大
き
な
感

動
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
私
は
当
時
、
大
学
生
で
し
た
が
、
代
々
木
選
手

村
の
食
堂
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ボ
ー
イ
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
食
堂
で
す
か
ら
毎
日
朝
昼
晩
と
、
世
界
の

一
流
選
手
が
や
っ
て
来
ま
す
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ク
で

す
か
ら
、
私
た
ち
の
よ
う
な
ボ
ー
イ
と
も
気
さ
く
に

触
れ
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
日
々
覚
え

た
感
動
は
、
そ
の
後
の
自
分
の
人
生
の
大
き
な
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
が
混
在
し
、
主
義

主
張
の
違
い
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
基
本
は
や
っ
ぱ
り

人
と
人
の
絆
で
す
。
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
ど
ん
な

国
の
人
と
も
仲
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
大

切
な
の
だ
と
い
う
五
輪
精
神
を
、
心
底
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
が
今
日
ま
で
政
治
の

道
を
歩
ん
で
き
た
際
の
ベ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
感
動
や
気
付
き
を
、
現
代
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
や
若
者
に
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
リ
パ
ラ
で
行
わ
れ
る
競
技
の
素
晴
ら
し
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
外
国
人
旅
行
者
を
含
め
、
江
東
区

を
訪
れ
て
く
れ
る
世
界
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
の
素
晴

ら
し
さ
を
通
じ
て
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
に
《
何
か
》

を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
の
で
す
」（
山
﨑
区
長
）

　

東
京
２
０
２
０
大
会
を
契
機
に
新
た
に
整
備
さ

れ
た
《
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
（
競
泳
、

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
、
飛
び
込
み

を
実
施
）》《
夢
の
島
公
園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
（
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
を
実
施
）》《
海
の
森
水
上
競
技
場
（
カ

ヌ
ー
、
ボ
ー
ト
を
実
施
）》《
有
明
ア
リ
ー
ナ（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
実
施
）》
な
ど
は
、

今年4月に設置されたPCRセンター
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全
て
建
設
が
終
わ
っ
て
お
り
、
大
会
後
も
恒
久
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ

ば「
形
と
し
て
残
る
レ
ガ
シ
ー
」だ
。
そ
れ
に
対
し
、

若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
世
界
の
人
々
と
触
れ
合
う

体
験
の
継
承
は
、
ま
さ
に
「
心
の
レ
ガ
シ
ー
」
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

独
自
の
防
災
体
制
と
水
彩
・
環
境
都
市

　

江
戸
時
代
初
期
か
ら
の
埋
め
立
て
事
業
を
中
心
に

土
地
形
成
が
行
わ
れ
て
き
た
江
東
デ
ル
タ
地
帯
（
江

東
区
全
域
・
墨
田
区
全
域
・
江
戸
川
区
の
一
部
）は
、

大
規
模
水
害
や
震
災
な
ど
の
際
の
避
難
計
画
の
立
案

が
難
し
い
エ
リ
ア
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

は
試
行
錯
誤
の
末
に
、
江
東
区
な
ら
で
は
の
特
徴
を

生
か
し
た
避
難
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
江
東
デ
ル
タ
地
帯
で
は
戦
後
の
昭
和
20
年
代
か

ら
30
年
代
だ
け
で
も
、
台
風
な
ど
に
よ
る
水
害
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
土
地
の
低

さ
が
原
因
の
一
つ
で
す
。
わ
た
し
も
、ま
だ
５
歳
だ
っ

た
昭
和
24
年
の
キ
テ
ィ
台
風
の
際
に
は
、
高
潮
で
大

洪
水
が
発
生
し
た
た
め
に
、
自
宅
の
屋
根
裏
に
逃
げ

て
よ
う
や
く
助
か
っ
た
と
い
う
経
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
に
よ
る
床
上
浸
水
・
床
下
浸
水
と
い
う
の
は
、

毎
年
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
防
潮
堤
の

建
設
を
中
心
に
、
東
京
都
も
江
東
区
も
必
死
に
な
っ

て
対
策
を
立
て
た
結
果
、
昭
和
40
年
代
半
ば
以
降
は

目
立
っ
た
水
害
は
起
こ
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
昨
年
の
台
風
19
号
の
際
に
は
荒
川
が
危
険
水
域

に
達
し
、
区
と
し
て
避
難
勧
告
を
初
め
て
発
令
し
ま

し
た
。
幸
い
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
の
、

今
後
は
同
様
の
巨
大
台
風
や
記
録
的
な
集
中
豪
雨
の

予
測
も
あ
り
、
従
来
の
防
潮
堤
頼
み
の
対
策
で
は
追

い
つ
か
な
い
状
況
が
出
て
く
る
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
知
恵
を
絞
り
、
耐
震
・
免
震
構
造
の
高

層
住
宅
の
多
い
地
域
性
を
生
か
し
た《
在
宅
避
難
》の 豊洲市場前から遠望できるオリパラ選手村（豊洲ぐるり公園）

リニューアルが進む有明テニスの森（東京2020大会競技施設）

東京2020大会の競泳主要施設・東京アクアティクスセンター
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江東区　市 政 ル ポ

（東京都）

発
想
も
取
り
入
れ
た
の
で
す
」（
山
﨑
区
長
）

　

江
東
区
に
お
け
る
住
宅
事
情
の
際
立
っ
た
特
徴
と

し
て
、
区
民
の
80
％
以
上
が
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
は

じ
め
と
し
た
集
合
住
宅
に
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
事

実
が
あ
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
こ
の
高
い
集
合
住

宅
や
高
層
ビ
ル
の
上
階
を
避
難
所
と
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
集
合
住
宅
住
ま
い
の
人
々
は
在
宅
避
難
を

考
え
、
一
戸
建
て
住
宅
や
低
層
ア
パ
ー
ト
に
暮
ら
す

残
り
20
％
の
人
々
も
近
隣
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
、
高

層
ビ
ル
に
避
難
す
る
と
い
う
計
画
を
立
て
ら
れ
る
。

こ
れ
は
既
に
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
区
民
の
共
通

認
識
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
公
共
施
設
な
ど

を
活
用
す
る
通
常
の
避
難
所
計
画
も
あ
る
が
、
建
物

の
高
さ
を
生
か
し
た
《
在
宅
避
難
》
と
い
う
選
択
肢

は
、
ま
さ
に
江
東
区
な
ら
で
は
の
発
想
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
東
京
湾

の
臨
海
エ
リ
ア
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
江
東

区
に
は
現
在
、
来
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京

２
０
２
０
大
会
の
開
催
、
一
昨
年
に
開
場
し
た
豊
洲

市
場
に
お
け
る
千
客
万
来
施
設
の
開
業
（
令
和
５
年

春
予
定
）な
ど
、
国
際
的
に
見
て
も
大
き
な
話
題
が
目

白
押
し
だ
。
さ
ら
に
、
臨
海
部
の
高
層
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
や
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
建
設
も
、
同
時
多

発
的
に
進
ん
で
い
る
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
る
南
北
都
市
軸
を
強
化
す
る
地

下
鉄
８
号
線
（
有
楽
町
線
）
の
延
伸
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
年
１
月
か
ら
、
国
、
東
京
都
、
東
京
メ
ト
ロ

に
よ
る
「
東
京
８
号
線
延
伸
の
技
術
的
検
討
に
関
す

る
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
ま
だ
先
の
長
い

話
」（
山
﨑
区
長
）
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
軌
道
に
乗

れ
ば
、
江
東
区
の
ま
ち
づ
く
り
が
さ
ら
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
動
き
始
め
る
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
臨
海
部
の
動
き
を
主
に
ご
紹
介
し
た
が
、

東
京
都
の
七
つ
の
副
都
心
計
画
に
は
豊
洲
・
有
明
地

区
等
の
臨
海
副
都
心
計
画
の
ほ
か
、
江
東
区
北
部
の

錦
糸
町
・
亀
戸
副
都
心
計
画
も
含
ま
れ
る
。
運
河
を

有
効
活
用
す
る
親
水
都
市（
水
彩
・
環
境
都
市
）を
目

指
す
と
と
も
に
、
オ
リ
パ
ラ
や
豊
洲
市
場
な
ど
世
界

的
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の

展
開
も
控
え
る
江
東
区
の
ま
ち
づ
く
り
。
特
別
区
長

会
の
会
長
で
も
あ
る
山
﨑
区
長
が
け
ん
引
す
る
近
未

来
は
、
要
注
目
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
５
月
27
日
）

今後の発展が期待される豊洲市場

豊洲市場に隣接する千客万来施設は令和5年春開業の予定

区内至る所に設けられている親水公園（古石場川親水公園）
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